
光波の角運動量転写によるシリコン螺旋円錐ナノ結晶 

Twisted crystalline silicon nano-cone using optical angular momentum transfer 
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位相特異点に由来するドーナツ型の強度分布と螺旋状波面に由来する軌道角運動量を有する光

渦は、様々な応用が期待されている。代表的な光渦はラゲールガウスモードである。近年、われ

われは、光渦を物質に照射すると、光渦の持つ軌道角運動量が融解した物質に作用し、ナノスケ

ールの螺旋構造体が形成できることを発見した。 

本講演では、光渦照射によって形成した円錐状のシリコン螺旋構造体(シリコン螺旋円錐体)の結

晶性を中心に報告する。 

図 1 にシリコン螺旋円錐体のラマン分光スペクトルを示す。シリコンにレーザー照射した場合

にできる構造体は主としてアモルファスである場合が多い。アモルファスシリコンのラマンスペ

クトルは一般にシリコン結晶に比べ広く低周波数側にシフトすることが知られているが、シリコ

ン螺旋円錐体のラマンスペクトルは単結晶であるシリコン基板表面( (100)面)のラマンスペクトル

と完全に一致する。また、電子線回折による結晶構造解析結果も両者は完全に一致することが分

かった。すなわち、光渦照射によってできたシリコン螺旋円錐体は結晶性を有しており(螺旋円錐

結晶)、その成長方位は基板と完全に一致することが分かった。この実験結果は、シリコンが加熱

融解する際に軌道角運動量を受取ると同時に再結晶化することを示すものであり、光渦によって

螺旋構造体が形成するまでのメカニズムを解明する指針を与える。 
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Ki図. シリコン結晶とシリコン螺旋円錐体のラマンスペクトル 
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